
　 あなたに対する施設サービス提供開始にあたり、厚生省令第３９号第４条に基づ

いて、当事業者があなたに説明すべき事項は次のとおりです。

　１．事業者

　２．ご利用施設

　３．ご利用施設で併せて実施する事業

　４．事業の目的と運営の方針

　　この事業は、社会福祉法人立石会が開設する介護老人福祉施

 設みどり園において、介護老人福祉施設サービスの適正な運営を

 確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、施設の

 管理者や職員が、要介護状態にある高齢者に対し，適切なサービ

 スを提供することを目的とする。

　　当施設にあっては、施設サービス計画に基づき、可能な限り、居

 宅での生活への復帰を念頭に置いて、入浴､排泄､食事等の介護､

 相談・援助、社会生活上の便宜の供与、その他の日常生活上の支

 援、機能訓練、健康管理及び療養上の援助を行う。又、入所者の

 意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立ってサービスを提

 供するよう努める。明るく家庭的な雰囲気の下、地域や家庭との結

 びつきを重視した運営を行い、市町村、居宅介護支援事業者、居

 宅サービス事業者、他の介護保険施設、保健医療サービス･福祉

 サービスの提供者との密接な連携に努める。

介護老人福祉施設　みどり園
重 要 事 項 説 明 書

事業者の名称 　社会福祉法人　立石会

法人所在地 　鳥取県東伯郡琴浦町大字八橋１９３７

法人種別 　社会福祉法人

代表者氏名 　理事長　　坂 本　文 秋

電話番号 　０８５８－５３－２８２０

施設の名称 　介護老人福祉施設　みどり園（特別養護老人ホームみどり園）

施設の所在地 　鳥取県東伯郡琴浦町大字八橋１９３７

施設長名 　施設長　　加藤　昌子

電話番号 　０８５８－５３－２８２０

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号 　０８５８－５３－２８２２

事業の種類 　鳥取県知事の事業者指定 利　用 琴浦町基準

定　員 該当サービス

　指定年月日 指定番号 当 ・ 非該当

施設 介護老人福祉施設 平成12年4月1日 鳥取県指令第200700208185号 ９０人 当 ・ 非該当

居宅

介護予防・総合事業通所介護 平成29年4月1日
５５人

委託事業

通所介護 平成12年4月1日 鳥取県指令第200700206003号

介護予防短期入所生活介護 平成18年4月1日 鳥取県指令第200500143890号

２０人
短期入所生活介護 平成12年4月1日 鳥取県指令第200700205988号

介護予防・総合事業居宅介護支援事業 平成29年4月1日 委託事業

居宅介護支援事業 平成12年4月1日 鳥取県指令第200700205896号

事業の目的

　施設運営の

　方針



　５．施設の概要

介護老人福祉施設

　　（１）居　室

（注）指定基準は、居室１人当たり１０．６５㎡以上だが、平成１２年４月１日現在

までに有する施設は、収納設備等を除き、４．９５㎡以上。

　　（２）主な設備

　食堂 　　２室

　訓練室　１室

　（注）食堂の指定基準は、１人当たり３㎡。ただし、平成１２年４月１日現在までに有

　　　　する施設は、当分の間、適用しない。

　６．職員体制（主たる職員） （短期入所、介護予防短期入所含む）

常勤換算後 事業者の指  保有資格者数

の人員 定基準

専従 兼務 専従 兼務

1

1 1

37 5

6

1

2

2

1

9 1

　（注）上記の職員数は、常勤あるいは常勤換算をしたものです。

　　　敷　　　地 　　１３，５７５㎡

建　物

　構　　造 　鉄筋コンクリート造平屋建（耐火構造）

　延べ面積 　４，０５９．３９㎡

　利用定員 　９０名、ショートステイ２０名

　　居室の種類 　室数 　面　　積 　１人当りの面積 　備　　考

　　１人部屋 　８室 ７２．００㎡ ９．００㎡ Ａ　棟

　　２人部屋

　４室 ６５．７０㎡ ８．２２㎡ Ａ　棟

８．６０㎡

　５室 １４６．２５㎡ １４．６３㎡ Ｂ　棟

　３室 ７４．５８㎡ １２．４３㎡ Ｂ　棟

　２室 ５２．００㎡ １３．００㎡ Ｂ　棟

　１室 ２５．３５㎡ １２．６８㎡ Ｂ　棟

８．６３㎡ Ａ　棟

３３６．７０㎡ １２．０３㎡ Ｂ　棟　７室

設備の種類 数 面積 １人当たりの面積

　　４人部屋

　８室 ２７５．００㎡ Ａ　棟

　３室 １０３．５０㎡

　　食堂・機能訓練室 ４５２．４６㎡ ４．１㎡

　　一般浴室 １室 ３４．４４㎡

　　機械浴室 特殊浴槽 3台

　　談話コーナー ２箇所

　　寮母室 ２室

　　医務室 ２室

　　トイレ ４箇所

　　洗面所 ８箇所

 従業者の職種 員　数 区　　分

常勤 非常勤

　施設長 1 1 　　1名

　生活相談員 2 2 2 　2名

　介護職員 42 37.7 33.7 32名（介護福祉士）

　看護職員 6 6 4 　6名

　介護支援専門員 1 1 　1名

　機能訓練指導員 2 2 1.1 　2名

　医師 2 　（嘱託医可）

　管理栄養士 1 1 1 　1名

　調理師 10 　7名



　７．職員の勤務体制

　施設長 　正規の勤務時間帯（9：00～18：00） 　４週８休

　常勤で勤務

　生活相談員 　正規の勤務時間帯（9：00～18：00） 　４週８休

　常勤で勤務

　介護職員 　・早　 番（7：00～16：00） 　原則として

　・準早番（8：00～17：00） 　４週８休

　・日　 勤（9：00～18：00）

　・準遅番（9：30～18：30）

　・遅　 番（10：00～19：00）

　・夜 　勤（16：30～9：30）

　看護職員 　正規の勤務時間（9：00～18：00） 　原則として

　・夜間については、交代で自宅待機を 　４週８休

　 行い、緊急時に備えます。

　（看護責任者）　仲井美由紀

　機能訓練指導員 　正規の勤務時間（9：00～18：00） 　原則として４週８休

　介護支援専門員 　正規の勤務時間（9：00～18：00） 　４週８休

　常勤で勤務

　医　　　師 　内　科（週１回、月曜）14：00～16：00

　内　科（月２回　水曜日）14：00～15：00

　管理栄養士 　正規の勤務時間（9：00～18：00） 　４週８休

　常勤で勤務

　調理師 　・早　 番（6：00～15：00） 　原則として

　・準早番（7：00～16：00） 　４週８休

　・日   勤（9：00～18：00）

　・準遅番（9：30～18：30）

　・遅   番（10：00～19：00）

　

　８．施設サービスの概要

                              内              容

 食    事 　・管理栄養士の立てる献立表により、栄養と入所者の身体状況に配慮

　 したバラエティに富んだ食事の提供及び栄養食事相談を行います。

　・食事はできるだけ離床して食堂で食べていただけるよう配慮します。

　・入所者の状況に応じ、食後の口腔ケアを行います。

　　（食事時間）

　 朝食　7：30～8：30 昼食　12：00～13：00 夕食　18：00～19：00

 排    泄 　・入所者の状況に応じて適切な排泄介助を行うとともに、排泄の自立

　 についても適切な援助を行います。

 入    浴 　・入所者の希望に応じ、週２回以上の入浴又は清拭を行います。

　・寝たきり等で座位のとれない方は、機械を用いての入浴も可能です。

 離   床、 　・寝たきり防止のため、出来る限り離床に配慮します。

 着替え、 　・生活のリズムを考え、入所者の希望に添った着替えを行うよう配慮します。

 整容等 　・個人としての尊厳に配慮し、適切な整容が行われるよう援助します。

　・シーツ交換は、週１回以上実施します。

 機能訓練 　・機能訓練室における機能訓練及び日常生活の中での機能訓練や、

　 レクリエーション、行事等を通じた機能訓練を行い、身体機能の低下

　 を防止するよう努めます。

従業者の職種 勤　　務　　体　　制 休　　暇

 種    類



                              内              容

 居室の 　・居室の空き状況により施設で決定します。又、入所者の心身の状態

 提供 　 により居室を変更する場合があります。

　・入所者及びご家族の方の希望は可能な限り配慮します。

　・当施設は、全ての居室を多床室扱いとします。

 健康管理 　・嘱託医師により、週１回診察日を設けて健康管理に努めます。

　・緊急等必要な場合は、協力医療機関等へ責任を持って引き継ぎま

　 す。

（当施設の嘱託医師）

氏　　 名 ： 中　本　　健太郎

診 療 科 ： 内科（中本内科医院）

所 在 地 ： 東伯郡琴浦町八橋1740番地

電話番号 ： （0858）53-1315

氏　　 名 ： 佐　伯　　英　明

診 療 科 ： 内科・泌尿器科（谷口病院）

所 在 地 ： 倉吉市上井町1-13

電話番号 ： （0858）26-1211

 衛生管理 　・施設内の衛生管理の徹底及び日常生活にかかる感染対策を行い、

　 感染症及び食中毒の予防に努めます。又、発生時は嘱託医や市町

　 村、保健所等の関係機関と連携を図り、まん延の防止に努めます。

 相談及び 　・当施設は、入所者及びその家族からのいかなる相談についても誠意

 援助 　 をもって応じ、可能な限り必要な援助を行うよう努めます。

 社会生活 　・当施設では、必要な教養娯楽設備を整えるとともに、施設での生活

 上の便宜 　 を実りあるものとするため、適宜レクリエーション行事を企画します。

　・主なレクリエーション行事：別紙の施設行事計画のとおり

　・行政機関に対する手続きが必要な場合は、入所者及びご家族の状

　 況によって、代わりに行います。

 理髪・美容 　・毎月５回、理美容師による出張理髪サービスをご利用いただけます。

 日用品費 　・入所者及びご家族が自ら購入が困難である場合は、施設の購入代

 の購入 　 行サービスをご利用いただけます。ご利用いただく場合は､やむを得

 代行 　 ない場合を除き、３日前までに購入代金を添えてお申込みください。

 金銭管理 　・自らの手による金銭の管理が困難である場合は、金銭管理サービス

　 をご利用いただけます。詳細は次のとおりです。

・管理する金銭等の形態：指定する金融機関の預金通帳に預け入

　れているものを施設で管理します。

　お預かりするもの：上記預金通帳と通帳印（原則として１つ）

　保管場所：通帳、印鑑とも事務室大金庫

　保管管理者：施設長が責任を持って管理します。

　出納方法：別添の「預かり金等管理規程」のとおり

 通院付添 　・病院等に受診が必要で、ご家族が付添いに困難な場合、通院付添

 い代行 　 い代行をいたします。

 看取り介護 　・当園にて看取り介護を希望される場合には、別途定める「看取り介

　 護指針」に基き、サービスを提供いたします。

 種    類



　９．利用料

（１）法定給付

 施設利用料 　１日当たりの標準負担額

　 （要介護１） ５，８９０円 （要介護４） ８，０２０円

（要介護２） ６，５９０円 （要介護５） ８，７１０円

（要介護３） ７，３２０円

　１日当たり１２０円 

　１月当たり20０円 

　１食当たり６０円 

　１月当たり４，０００円 

　１日当たり３６０円 

　１日当たり１６０円

　１月当たり9００円　

　１月当たり5００円　

　1日当たり１２０円（看護体制加算Ⅰ４０円、Ⅱ８０円）

　１月当たり３０円

　１月当たり６０円

配置医師緊急時対応加算　１回当たり３,２５０円

新興感染症等施設療養費　１日当たり２,４００円

生産性推進体制向上加算Ⅰ　１月当たり１００円

生産性推進体制向上加算Ⅰ　１月当たり１,０００円

高齢者施設等感染対策向上加算Ⅰ　１月当たり１００円

退所時情報提供加算Ⅱ 　１回当たり２,５００円

協力医療機関連携加算Ⅰ　１月当たり１,０００円

協力医療機関連携加算Ⅱ　１月当たり５０円

　１回当たり2００円

　・45日を上限として死亡日前30日～42日間は1日当たり720円

 看取り介護加算 　・30日を上限として死亡日前3日～27日間は1日当たり1,440円

　・死亡日前2日間は1日当たり6,800円

　・死亡日については1日当たり12,800円

 6日を上限として1日当たり2,460円 

　１日当たり20０円 　入所初日のみ算定

 30日を上限として1日当たり300円  

 在宅復帰支援 　・在宅復帰支援機能加算

 加算 　１日当たり１００円 

　・在宅・入所相互利用加算

　１日当たり３００円 

 退所時等相 　・退所前訪問相談援助加算

 談援助加算 　　２回を限度として４，６００円 

　・退所後訪問相談援助加算

　　１回を限度として４，６００円 

　・退所時相談援助加算

　　１回を限度として４，０００円 

　・退所前連携加算

　　１回を限度として５，０００円 
　１月の法定給付の１４．０％　（小数点以下は四捨五入）　　

　＊自己負担額は、利用者負担割合に応じた額となります。市町村より交付された

　　「介護保険負担割合証」を介護保険被保険者証と併せて提示して下さい。

 区    分

 個別機能訓練加算（Ⅰ）

 個別機能訓練加算（Ⅱ）

 療養食加算

 経口維持加算
日常生活継続支援加
算
夜勤職員配置加算

口腔衛生管理加算Ⅰ

科学的介護推進体制加算

 看護体制加算

ADL維持加算（Ⅰ)

ADL維持加算（Ⅱ)

再入所時栄養連携加算

 外泊時費用

 安全対策体制加算

 初期加算

介護職員処遇改善加算



　＊自己負担額には、月々の負担の上限が設定されています。１ヶ月に支払った自

　　己負担の合計が上限を超えた場合、超えた分が払い戻されます。

　＊介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、入所者

　　の負担額を変更します。

（２）法定外給付

                      利   用   料

 食    費 　１日当たり１，４８０円

 居住費 　１日当たり９２０円

 理容・美容 　・理容サービス　　１回　１，5００円～２，5００円

 日常生活品の 　・購入依頼のあった品物を購入するのに要した金額の実費

 購入代行

 特別な食事 　・要した費用の実費（飲料も含みます）

                      利   用   料
  金銭管理 　・基本サービス料 １か月　３００円（年間３，６００円）

　  毎年１回（４月）に口座振り替えします。
　　このサービスについては、別途申込書にて、お申込ください。

 日常生活に要 　・喫茶コーナー利用代金
 する費用で本 　・日常生活品の購入代行
 人に負担いた 　・レクリエーション費用
 だくことが適当 　・クラブ活動費
 であるもの 　・その他の費用
　＊世帯全員が市町村民税非課税の方や、生活保護を受ておられる方の場合は、
　　食費(特別な食事は含まれません)、居住費の負担が軽減される制度があります。
（３）支払方法
　　毎月15日までに前月分の請求をします。20日までにお支払いください。お支払
 い方法は、銀行振り込み、口座引落としのどちらかで、ご契約の際にお選びください。

　１０．苦情等申し立て先
 当施設ご利用 窓口責任者 加藤　昌子
 相談室 ご利用時間 　毎日　　　　9：00～18：00

ご利用方法 　電話　　　　０８５８－５３－２８２０
　面接　　　　みどり園事務室
　苦情箱　　　（玄関横のカウンターに設置）

  １１．第三者評価の実施状況

　１２．協力医療機関
　医療機関の名称 　森本外科・脳神経外科医院
　院長名 　森　本　　益　雄
　所在地 　鳥取県東伯郡琴浦町大字逢束1210
　電話番号 　０８５８－５３－０１２１
　診療科 　外科、脳神経外科、整形外科、眼科、リハビリテーション科、

　循環器内科
　緊急指定の有無 　無
　医療機関の名称 　野島病院
　院長名 　野　島　　丈　夫
　所在地 　鳥取県倉吉市瀬崎町2714の1
　電話番号 　０８５８－２２－６２３１
　診療科 　眼科、脳神経外科、外科、整形外科、内科、神経内科

 区    分

 区    分

第三者評価の実施の有無 無



　泌尿器科、耳鼻咽喉科、精神科等
　入院設備 　ベット数　　３００床
　緊急指定の有無 　有
　医療機関の名称 　谷口病院
　院長名 　谷　口　　宗　弘
　所在地 　鳥取県倉吉市上井町1-13
　電話番号 　０８５８－２６－１２１１
　診療科 　内科、泌尿器科、皮膚科、麻酔科（ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ）

　透析（ベッド数40床）
　附属診療所：東伯サテライト（ベッド数35床）
　住所：琴浦町浦安140-10　電話：0858-52-6161　

　入院設備 　ベッド数42床
　緊急指定の有無 　無
　医療機関の名称 　くにたけ歯科クリニック
　院長名 　国　竹　　洋　輔
　所在地 　鳥取県東伯郡琴浦町八橋79-9
　電話番号 　０８５８－５２－３００３
　診療科 　歯科

　１３．緊急時の対応
　緊急時の対応 　・入所者の病状に急変、その他緊急事態が生じた場合は、

　 別途定める「緊急時対応マニュアル」により、対応を行いま
　 す。又「緊急時連絡先」により、家族等に対し、連絡を行い
　 ます。
　・事故が発生した場合、速やかに原因を追求して、再発生を
　 防ぐための対策を行います。

　１４．非常災害時の対策

 非常時の対応 　・別途定める「特別養護老人ホームみどり園　消防計画」に

　 より、対応を行います。

 平常時の訓練等防 　・別途定める「特別養護老人ホームみどり園　消防計画」に

 災設備 　 より、年２回、夜間及び昼間を想定した避難訓練を入所者

　 の方も参加していただいて実施します。

設備名称 個数等 設備名称 個数等

スプリンクラー あり 防火扉・シャッター ４箇所

避難口（非常口） ８箇所 屋内消火栓 １３箇所

自動火災報知器 あり 非常通報装置 あり

 平常時の訓練等防 誘導灯 ２４箇所 漏電火災報知器 あり

 災設備 ガス漏れ報知器 あり 非常用電源 あり

カーテン等は、防煙性能のあるものを使用しております。

 消防計画等 消防署への届出日：令和４年４月１日

防火管理者：阪本　友和

　１５．虐待防止

　虐待防止 　・当園は、入所者の人権擁護・虐待の防止等のための指針を

　整備し、必要な体制の設備を行うとともに、職員に対し、虐待

　を 啓発・普及するための必要な措置を講じます。

　又、職員、養護者（親族・同居人等）による虐待を受けたと思わ

　れる者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報

　します。

　虐待防止責任者：加藤昌子　虐待防止担当者：生活相談員



　１７．業務継続

 業務継続 ・当園は感染症や非常災害の発生時において、入所者に対しサービス

の提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期業務

再開を図る為の業務継続計画を策定し、当該業務継続計画に従って

必要な措置を講じます。

　１８．当施設ご利用の際に留意していただく事項

 来訪・面会 　来訪者は、面会時間（9：00～21：00）を遵守し、必ず「面会名簿」

　に記入してください。来訪者が宿泊される場合には、必ず許可を

　得てください。

 外出・外泊 　外出・外泊の際には必ず、別途「外出・外泊届」を提出して下さい。

　外泊期間中（入院も含む）は、６日を上限として１日当たり2,460円

　（自己負担額はこの金額の１割若しくは２割）をいただきます。

　居住費の減免を受けておられる方は、6日を超えた日からは減免

　対象外となります。

 居室・設備・器 　施設内の居室や設備、器具は本来の用法にしたがってご利用く

 具の利用 　ださい。これに反したご利用により破損等が生じた場合、賠償し

　ていただくことがございます。

 喫    煙 　喫煙は、決められた場所以外ではお断りします。

 迷惑行為等 　騒音等他の入所者の迷惑になる行為はご遠慮願います。又、む

　やみに他の入所者の居室等に立ち入らないようにして下さい。

 宗教活動・政治 　施設内で他の入所者に対する宗教活動及び政治活動はご遠慮

 活動 　ください。

 動物飼育 　居室内へのペットの持ち込み及び飼育はお断りします。

令和　　　年　　　月　　　日

　　入所にあたり、入所者に対して契約書及び本書面に基づいて重要な事項を説明

　しました。

事業者 住所 鳥取県東伯郡琴浦町大字八橋1937

名称 介護老人福祉施設　みどり園

説明者 職種

氏名

　　私は、契約書及び本書面により、事業者から介護老人福祉施設についての重要

 事項の説明を受けました。

入所者本人 住所

氏名



（身元引受人） 住所

氏名

　行事計画

月 行　事　名

４月 　　春季遠足、花祭り

５月 　　春季遠足

６月 　　夏季遠足

７月 　　七夕交流会、夕涼み会

８月 　　運動会

９月 　　敬老会

１０月 　　紅葉狩り、秋祭り

１１月 　　秋季遠足

１２月 　　クリスマス忘年会、餅つき

１月 　　とんど祭り、運動会

２月 　　節分豆まき

３月 　　ひな祭り

毎月 　　誕生会、クッキング、喫茶、各クラブ活動
随時 　　外食ツアー、ショッピング、故郷訪問



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人福祉施設みどり園における看取り介護指針

１．当施設における看取り介護指針

　当園での看取り介護は、近い将来に死に至ることが予見される方に対し、本人の

意思、家族の意思を最大限に尊重して実施するものです。死に至るまでの期間、その方なり

に充実した日々の暮らしを営めるよう支援いたします。

２．看取り介護の視点

　終末期の過程においては、その死をどのように受け止めるかという個々の価値観が存在し、

看取る立場にある家族の思いが錯綜することも考えられます。

　施設での看取り介護は、長年過ごした場所で親しい人々に見守られ自然な死を迎えること

です。看取り介護の実施にあたって、施設は利用者または家族に対し以下の確認を事前に

行い理解を得ることとします。

　①病状の変化等に伴う緊急時の対応については看護師が医師と連携を取り判断

すること。夜間においては夜間勤務職員が夜間緊急連絡体制に基づき看護師と

連絡を取って緊急対応を行うこと。

　②家族との24時間連絡体制を確保していること。

　③看取りの介護に対する本人または家族の同意を得ること。

３．看取り介護時の体制

（責任者） 看取り介護の総括責任者 施設長 加藤　昌子

看護責任者 看護課長 仲井美由紀



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みどり園の身体拘束に関する方針

一、みどり園では原則として身体拘束はしません。

一、利用者の生命に危険がある場合、ご家族の希望、その他の理由によりやむを得ず

　　　身体拘束を行う場合には、本人及びご家族（身元引受人）の同意を得ることとします。

身体拘束の定義

「動く能力のある利用者の可能性を制限する行為」

以下、厚生労働省によって規定された「身体拘束」とされる事例

・徘徊しないように車椅子や椅子、ベッドに体幹や四肢をひも等で縛る。

・転落しないように、ベッドに体幹や四肢をひも等で縛る。

・自分で降りられないようにベッドを柵で囲む

・点滴、経管栄養等のチューブを抜かないように四肢をひも等で縛る。

・点滴、経管栄養等のチューブを抜かないようにまたは皮膚をかきむしらない様に

　手指の機能を制限するミトン型の手袋等をつける。

・車椅子や椅子からずり落ちたり、立ち上がったりしないように、Ｙ字型拘束帯や

　腰ベルト、車椅子テーブルをつける。

・立ち上がる能力のある人の立ち上がりを妨げるような椅子を使用する。

・脱衣やおむつはずしを抑制するために、介護衣（つなぎ服）を着せる。

・他人への迷惑行為を防ぐためにベッド等に体幹や四肢をひも等で縛る。

・行動を落ち着かせるために、向精神薬を過剰に服用させる。

・自分の意志で空けることのできない居室等に隔離する。

一、身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を設置し、身体拘束等の発生

　　　原因、結果等の取りまとめ、身体拘束等の適正性や適正化策を検討します。

一、身体拘束等の適正化のための職員研修を年２回以上実施し、身体拘束等の適正化

　　　のための基礎知識の普及・啓発に努めます。


